
実施する学力向上策
【時期・頻度】

重点的に育成する
資質・能力

① 今年度の目標と学力向上策
・自らの課題を見つけ、解決するための方法を考え、行動（説明・議論など）できる資質・能力

・教科横断的な視点で各教科の単元を関連付け、今まで学習したことを他の教科でも活用する授業を実施する。これまでに調べ
たことや知ったことを材料とし、「話したい。」「書きたい。」と思えるようにさせることで、主体的な課題解決につながる授業を設
定する。また、本年度の学習を振り返り、次年度へ向け、教科ごとの関連付けを図る。【毎学期】
・考えを整理する活動を設定する。ペアやグループで考えを伝え合う活動を取り入れ、「なぜそう考えたのか」「どの資料や事実を
根拠にしたのか」を説明する場面を設け、根拠をもとに考えを表現する経験を積み重ねることで、思考力・判断力・表現力の向上
を図る。【単元に1回以上】

⇓

評価（※）

学力向上策の
実施状況

⇓

③

学力向上策の
見直し

中間評価さいたま市学習状況調査結果の分析④

特徴的な結果

結果から考えられる
児童生徒の実態

⇓

評価（※）

今年度の成果と
次年度の課題

⑤

⇓

年度末評価

学力向上策の
実施状況 特徴的な結果

全国学力・学習状況調査結果の分析②

結果から考えられる
児童生徒の実態

⇓

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）
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※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


